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石川まゆ さん

子どもと英語が大好きな私は、 英語を使って相手に伝わる嬉し

さ、 いろいろな国の人たちと交流できる楽しさを伝えたいとずっと

思っていました。 自分で英語教室を開いた後も、 語学力を磨くた

めに英会話教室に通い、 そこで J-SHINE という資格について知り

ました。 資格取得の翌年はちょうど小学校に外国語活動が導入さ

れる年となり、 何名かの候補者の中でも J-SHINE を取得していた

ことが幸いで、 町の教育委員会の ALT (Assistant Language 

Teacher) として採用が決まりました。

少しずつ授業のペースを掴むことができた頃、 より良い授業の

お役に立てればと思い上級指導者の資格を取得しました。 資格

取得後は、 夏休みなどを利用し、 校内の先生方はもちろん、 地

区の先生方への研修の講師もお手伝いさせていただきました。 ま

た先生方とのご縁もあり、 他の小学校で教えるきっかけを作って

いただきました。 今もトレーナーの方々のセミナーや大学での研

修に参加し、 そこで学んだことを担任の先生と共有しながら一緒

に打合せをし、 子どもたちが楽しく学べる授業を日々目指していま

す。

■J-SHINE資格、上級指導者資格取得のきっかけ

ALT として始めた当初は、 いろいろと課題もあり大変な時期も

多々ありましたが、 課題を一つずつクリアしてきた結果が今の自

分に繋がっていると思います。 1 年生から 6 年生まで廊下ですれ

違うと、 「Hello,　まゆ先生！ How are you?」 と大きな声であいさ

つをしてくれます。 帰り際には 「Good bye, まゆ先生！ See you!」

と校庭の端から大声であいさつをしてくれる生徒もいます。 こんな

ふうに自然と英語で話しかけてくれる子どもたちを見ると、 諦めず

に頑張ってきてよかったなと実感します。 また、 英語を通して異

文化を知ることにより、 子どもたちに世界だけでなく自分の町につ

いても興味関心が広まっているのを感じます。 「町のお祭りのこと

は、 外国の人に何と説明すれば伝わりますか？」 「町にはこんな

歴史的な場所がありますが、 外国にも似たようなものがあります

か？」 など高学年になると自発的に考え、 それらを英語で発信し

ようとする姿勢がみられます。 とても嬉しい事です。

来年度から、 先行実施で 3 年生から英語活動が始まります。

今まで積み重ねてきた学習にプラスして、 子どもたちはどんな勉

強をするのかとても楽しみにしてくれています。 その期待にこたえ

られるよう、 今後も自分の英語力を磨きながら、 担任の先生と協

力し、 それぞれの良さを生かした授業を展開していきたいと思って

います。

■今後の展望、課題、目標

今月の花　ツワブキ

国見町の小学校では 5， 6 年生の外国語活動にはすべて ALT

として授業に入り、 担任の先生方のお手伝いをさせていただいて

います。 また、 1 ～ 4 年生までの年間英語カリキュラムを作成し、

全学年で英語に取り組んでいます。 毎月全学年の先生方と打合

せの時間を取っていただき、 単元の確認、 どのような役割分担で

授業を展開させていくか話し合いを持ちます。 授業直前にも最終

確認で簡単に打合せをすることもあります。 主に担任の先生は授

業開始と終了時のあいさつ、 その日の日付や天気、 季節の確認、

今日学習することなどを確認し、 私はフォニックスやチャンツの音

声支援をしています。 アクティビティやモデルトーク等は担任の先

生と協力して行います。

■現在の活動状況

校長先生をはじめ、 学校全体の先生方がとても積極的に英語

活動に参加してくださり、 教室の案内を英語で作成しプラカードを

はったり、 階段に数字と英語表記を書いたりと、 子どもたちが英

語にたくさん触れられる機会を作ってくださっています。 最近では

英語の読み聞かせもとても充実しています。 こどもたちからもっと

絵本を読んでほしい、 次はどんな本を読むの？と聞かれるほどで

す。 デジタル教材やタブレット等もフル活用し、 どうしたら生徒た

ちの興味を引き出せるか、 楽しい授業を展開できるか先生方と協

力して取り組んでいます。
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